
　（様式２（1）） 事業所名 リビングウィル西宮

目標達成計画 作成日：　令和　　6　年　　8　月　　22　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

定期的に施設内で理念の実施状況の振り返り
を行い理念の共有、実施にむけた取り組みを行
う

スタッフ全員が施設理念を把握し理念に
沿った介護を目標とし業務にあたる

年2回（1月・12月）スタッフ会議で理念の読み上
げをおこない。1月に年間目標12月に振り返りを
行う 12カ月

2 6

身体拘束適正委員会で気になるケアについて
の検討を行う（実例をあげて）

実例をあげ検討することによりより拘束につ
いて明確化されスタッフの理解度が深まる

3カ月に1回の身体拘束適正委員会で実例を挙
げてケアの改善に取り組む

3カ月

3 26

ケアプランの日々の実行チェックが行えていな
かった。また、6カ月毎のケアプラン見直し時の
モニタリング評価

ケアプランの実施チェック表の記入。ケアプ
ラン更新時のモニタリング評価の実施

ほのぼのソフト内で各利用者の実施チェックを
行う。またケアプラン更新時も中間モニタリング
同様にモニタリング評価を行う。医療からの助
言も明記する

6ヶ月

4 33

看取り介護は行っており適宜Dr.と連携管理者
よりスタッフに指示はおこなっているが年間計画
内に看取りの研修をおこなっていない

年間計画内に看取りの研修を追加し。より
利用者家族が安心して最後の時を迎えて頂
けるように知識をつける

研修年間計画内に看取りの研修を追加。看取
りについてのマニュアルの制作

3ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


